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１　関西国際空港（株）（現・関西国際空港土地保有（株））に対する出資業務　
関西の府県・政令市とともに、昭和59年度から平成22年度まで出資を行った。平成23年度以降は新たな出資を行っておらず、出資財源として発行した府債の元利償還を行っている。

２　関西国際空港の機能強化に向けた取組み
関西国際空港については、国や地元経済界、自治体が参加する関西３空港懇談会において、迅速に需要回復を図るための取組みを準備し、関西の官民が一丸となって、進めることを確認した。また、2025年万博開催時とその後の成長に適切に対応できるよう、国土交通省に対し、現行空域における最大発着回数の検証を依頼した。
関西国際空港全体構想促進協議会（以下「協議会」）等においては、国に対し、関西国際空港の水際対策の充実・強化や空港機能の維持等への支援を求めるとともに、2025年大阪・関西万博など将来の成長機会に備えた機能強化等について、特段の配慮等を求めた。また、旅客需要の回復や関西国際空港の立地効果波及推進事業など、協議会事業に取り組んだ。

３　関西国際空港関連の地域整備に係る調整
「関西国際空港関連地域整備計画」及び「関西国際空港を活用した地域振興ビジョン」に基づき、庁内関係部局と調整を行った。

４　関西国際空港の環境面の総合調整　
関西国際空港の運用等から生じる環境面の諸課題に関して、関係機関と協議を進め、総合的な調整を図った。
（１）関西国際空港環境監視機構の運営
空港の運用及び関連事業の実施によって、地域住民の生活環境に支障が及ばないよう必要な措置を講じるため、府及び泉州９市４町の首長で構成する関西国際空港環境監視機構の運営を行った。

○環境の監視及び結果の公開
関西国際空港に係る環境監視データについて、その内容を適宜チェックするとともに、令和２年度の環境監視結果を報告書として取りまとめ、府のホームページ等及び泉州９市４町において公開した。　
○環境部会の開催
令和２年度の環境監視結果について、環境保全上支障がないか検討、評価するとともに、空港を運営する関西エアポート（株）が提案した監視計画の変更を承認した。また、ＢＣＰ関係工事の状況について、同社から報告があった。（令和３年７月30日開催）
○環境監視基礎資料作成等業務委託
空港運営者及び府が実施した環境監視データ等を検討、公表するため、各種資料を作成した。
	委託料
	予算額
	決算額

	令和元年度
	648千円
	648千円

	令和２年度
	638千円
	638千円

	令和３年度
	616千円
	616千円



（２）関西国際空港の飛行経路問題に係る協議会の運営　
関西国際空港の飛行経路に係る課題について関係機関と協議・調整するとともに、国及び事業者が騒音問題等に適切に対処していることを確認　した。
	　
	開催日
	内容

	第１回
幹事会
	令和３年７月27日
	・協議会議事事項の調整　他

	第29回
協議会
	令和３年８月23日
	・航空機騒音測定結果等の確認
・「環境面の特別の配慮」の措置状況に関する確認　他



５  大阪国際空港周辺の航空機騒音公害防止対策　
大阪国際空港周辺の住環境の改善のため、空港設置者が行う第１種区域内の住宅の騒音対策助成事業等に対して、補助を行った。
根拠法令等：住宅の航空機騒音防止対策事業補助金交付要綱
	住宅の航空機騒音防止対策工事等補助
	予算額
	決算額

	令和元年度
	1,606千円
	769千円

	令和２年度
	1,008千円
	478千円

	令和３年度
	1,378千円
	896千円



６　大阪国際空港の運用等に係る調整
大阪国際空港が環境と調和した都市型空港として適切に運用されるよう、関係機関と環境対策等に関する情報共有及び意見交換を行った。
また、国や周辺自治体により構成する協議会等に参画するなど、周辺地域の活性化・まちづくりなどについて調整等を行った。

７　岬町多奈川地区多目的公園の管理
関西国際空港２期事業の土砂採取跡地（岬町多奈川地区）を活用し、府民の憩いの場の創出や地域の発展のため、平成25年度末に供用を開始した岬町多奈川地区多目的公園について、岬町と締結した協定に基づき、管理を行う岬町に負担金を支出した。
事業活動ゾーンへの企業立地については、府と岬町で構成する岬町多奈川地区整備促進協議会が主体となり、進出予定事業者との調整を行った。
	岬町多奈川地区多目的公園
管理負担金
	予算額
	決算額

	令和元年度
	4,480千円
	4,480千円

	令和２年度
	4,524千円
	4,524千円

	令和３年度
	4,524千円
	4,524千円
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